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①市民ムーブメントの高まり

②企業の社会的責任の認識 （自治体の関与）②企業の社会的責任の認識 （自治体の関与）

③産学官民一体の取り組み （環境技術の開発・導入）

◆北九州市の公害対策に要した経費（1972年～1991年）
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New
New

世界的な
金融不安

原油・原材料
価格の高騰

地域経済のリスク要因

北九州市
信用収縮

北九州市

市民生活・企業活動

円高の進行

市をとりまく

社会経済情勢の変化

◇少子高齢化・人口減社会への移行
◇人材の流出・人材不足の懸念
◇若者 高失業率と雇用 チ

実体経済の悪化 New◇若者の高失業率と雇用のミスマッチ
◇資源・エネルギーと環境問題の深刻化
◇中心市街地の低迷

New

CO2問題

北九州市産業雇用戦略北九州市産業雇用戦略 ２００８２００８

戦略Ⅰ 付加価値の高い製品･サービスを創り出すものづくり産業の振興

戦略Ⅰ-１ 産業を支える知的基盤の充実と成長産業の育成

戦略Ⅰ-２ 戦略的な企業誘致による新たな成長産業の集積

戦略Ⅱ 豊かな生活とにぎわいを生み出す商業・サービス産業の振興

戦略Ⅰ-３ ものづくりを支える地域企業の競争力強化

戦略Ⅱ 豊かな生活とにぎわいを生み出す商業 サ ビス産業の振興

戦略Ⅱ-１ 地域の個性を生かした商業振興

戦略Ⅱ-２ 市民が豊かさを感じる生活関連産業の振興

戦略Ⅱ-３ まちににぎわいを生み出す集客産業の振興

戦略Ⅲ 多様なニーズに対応した人材育成と就業支援の推進

戦略Ⅲ-１ 将来を担う多様な人材の育成と確保戦略 将来を担う多様な人材の育成と確保

戦略Ⅲ-２ 若者・女性・中高年齢者等の就業支援



戦略Ⅰ戦略Ⅰ 戦略Ⅱ戦略Ⅱ

所得の増加 消費の増加

市 民ものづくり
産業の振興

商業・サービ
産業 振興

所得の増加 消費の増加

市 民
産業の振興 ス産業の振興

豊かな生活雇用

戦略Ⅲ戦略Ⅲ

スキルアップ
ミスマッチ解消

人材育成・就業支援

基礎研究から技術開発・実証研究・事業化に至るまでの総合的展開

Ⅰ Ⅰ 教育・基礎研究教育・基礎研究
●環境政策理念の確立
●基礎研究、人材育成

Ⅱ Ⅱ 技術・実証研究技術・実証研究

●実証研究支援

●地元企業のインキュベ ト

Ⅲ Ⅲ 事業化事業化

●ﾘｻｲｸﾙ事業､環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ展開

●中小 ベンチャ 事業の支援

北九州学術研究都市北九州学術研究都市

■大学

実証研究エリア実証研究エリア

●産学連携拠点 ●地元企業のインキュベート ●中小、ベンチャー事業の支援

総合環境コンビナート総合環境コンビナート
■リサイクル工場の集積
ペ トボト 機器 自動車■大学

・北九州市立大学 国際環境工学部
大学院国際環境工学研究科
・九州工業大学
大学院生命体工学研究科
早稲 大学

■福岡大学
資源循環・環境制御システム研究所

■九州工業大学
エコタウン実証研究センタ

・ペットボトル ・ＯＡ機器 ・自動車
・家電 ・蛍光管 ・医療用具
・建設廃棄物 ・複合中核 ・非鉄金属

響リサイクル団地響リサイクル団地
・早稲田大学
大学院情報生産システム研究科
・福岡大学大学院工学研究科
・清華大学ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ科学技術学部

北九州研究室

エコタウン実証研究センター
■新日鉄エンジニアリング㈱
北九州環境技術センター

■福岡県リサイクル総合研究センター
実証試験地

■地元中小・ベンチャー
（食用油、有機溶剤、古紙、空き缶）
■自動車解体､ 中古部品業者の高度化

響灘東部地区響灘東部地区
■研究機関等
・早稲田大学情報生産システム
研究センター
・福岡県リサイクル総合研究センター
・九州工業大学

■各分野での実証研究
・処分場管理技術
・処理困難物の適正処理技術
・廃棄物の再資源化技術

■北九州市エコタウンセンター

■リサイクル工場
・ﾊﾟﾁﾝｺ・廃木材・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・飲料容器
■風力発電(2) 

その他の地区その他の地区
ヒューマンライフＩＴセンター
・(独)産業技術総合研究所北九州サイト

ほか

■北九州市エコタウンセンタ
ほか

その他の地区その他の地区
■リサイクル・リユース工場
・発泡スチロール・ＯＡ機器
・フォーミング抑制剤・溶融飛灰資源化



【【 北九州学術研究都市の特徴北九州学術研究都市の特徴】】
・ 理工系の大学・研究機関 企業の研究部門を

北九州学術研究都－知の基盤・産学連携拠点－

・理工系の大学・研究機関、企業の研究部門を
同一キャンパスに集積
・ 進出大学の教育・研究理念の共通化
・ キャンパスの一体的な運営、施設の共同利用
・ 研究者・教員・学生相互の交流と連携・ 研究者・教員・学生相互の交流と連携

【研究機関等の名称】 H21.11.1現在

１ 早稲田大学情報生産システム研究センター

２ 福岡県リサイクル総合研究センター

３ 福岡大学産学官連携センター北九州産学連携推進室

４ 広島工業大学 IC設計・プロセス工学教育研究センター

－進出大学・研究機関等－

【大学名】 学部名 研究科名

５ 英国クランフィールド大学北九州共同研究室

６ 財団法人 九州ﾋｭｰﾏﾝﾒﾃﾞｨｱ創造ｾﾝﾀｰ北九州ITｵｰﾌﾟﾝラボ

７ 清華大学コンピューター科学技術学部北九州研究室

【大学名】 学部名・研究科名

１ 北九州市立大学
国際環境工学部

大学院国際環境工学研究科

８ 上海交通大学北九州研究室

９ 九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター

10 北九州市立大学技術開発センター群（ｱｸｱ研究ｾﾝﾀｰ等）

11 九州工業大学JAHNG研究室＆健康資源 ﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ研究会
２ 九州工業大学 大学院生命体工学研究科

３ 早稲田大学 大学院情報生産システム研究科

４ 福岡大学 大学院工学研究科

11 九州工業大学JAHNG研究室＆健康資源ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研究会

12 熊本県立大学有薗研究室

13 九州工業大学産学連携推進センター若松分室

14 独立行政法人 科学技術振興機構14 独立行政法人 科学技術振興機構

15 財団法人 ファジィシステム研究所

充実した産業インフラや高度な技術・人材などの地域資源を最大限活用地域資源を最大限活用

戦略的な企業育成や誘致による新たな成長産業の集積

充実した産業インフラや高度な技術 人材などの地域資源を最大限活用地域資源を最大限活用

今後の成長が期待でき、地域産業への大きな波及効果が見込める

重点産業分野の企業立地を促進し、新たな産業活力を取り込む重点産業分野の企業立地を促進し、新たな産業活力を取り込む重点産業分野 企業立地を促進し、新たな産業活力を取り込む重点産業分野 企業立地を促進し、新たな産業活力を取り込む

市内企業の情報収集及び事業拡張支援を行う市内企業の情報収集及び事業拡張支援を行う

重点産業分野重点産業分野

自動車自動車 情報通信半導体

環境素 材
誘致目標 ５年間

（平成 年度）物 流
環境素 材

エネルギー

（平成20～24年度）

新規雇用

・
部 材

４，０００人



■投資額 ：約６００億円（民間：７割、国等：２割、市：１割）
■従事者数：約１，３００人（非常勤含む）
■視察者数：累計約８4万人（1998～2010）…年間約９万人

総合環境コンビナート・響リサイクル団地実証研究エリア

■恒久研究施設

１１44件の実証研究中件の実証研究中 ２５件の事業施設が稼動２５件の事業施設が稼動
■リサイクル事業■恒久研究施設

福岡大学資源循環・環境制御システム研究所
新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱北九州環境技術センター
九州工業大学エコタウン実証研究センター など

■各分野での実証研究

■リサイクル事業
ペットボトル、ＯＡ機器、自動車（２）、家電、蛍光管
医療用具、建設混合廃棄物、発泡スチロール、
食用油、有機溶剤、古紙、空き缶、非鉄金属
パチン 台 飲料容器 再生デ キ 製紙（古紙） 溶■各分野での実証研究

・最終処分場技術に関する実証研究
・食品ゴミのバイオマスプラスチック実証研究
・汚染土壌浄化技術実証研究 など

パチンコ台、飲料容器、再生デッキ、製紙（古紙）、溶
融飛灰

■リユース事業 パソコン
■その他 複合中核、風力発電（２）

北九州エコタウン北九州エコタウン
事業 概要事業 概要

関門海
峡

北九州エコタウン総合環境コンビナート
実証研究エリア

事業の概要事業の概要 若松区
門司区

小倉北区
戸畑区

小倉南
区

八幡西区
八幡東区

北九州空港

区

実証研究エリア

企業、行政、大学の連携により、最先端の廃棄物処
理技術やリサイクル技術を実証的に研究する機関
を集積し 環境関連技術開発拠点を目指すを集積し、環境関連技術開発拠点を目指す。

総合環境コンビナート

環境産業の事業化を展開するエリア。各事業が相互展
に連携することでゼロ・エミッション型の環境産業コン
ビナート化を図ることにより、資源循環拠点を目指す。

響リサイクル団地響リサイクル団地

市が土地を整備し、事業者に長期間賃貸することで、
中小企業の環境分野への進出を支援する。



～ライフサイクルアセスメント（LCA）による推計～

エコタウンエコタウン
燃 料 ：９.５千ｔ

ＣＯ2排出： ５２千ｔ
環
境
環
境

燃焼のための酸素

ライフサイクルアセスメント（LCA）による推計

ペットボトル、
自動車、家電、
ＯＡ機器、蛍光管
医療用具
古紙 食用油

ＣＯ2排出： ５２千ｔ

下水放流 ３１千ｔ

電 力 ： ３７千MWｈ

用 水 ：１１６千ｔ
資
源
資
源

蒸 発 ：８５千ｔ

境
へ
の
放
出

境
へ
の
放
出

古紙、食用油
有機溶剤

建設混合廃棄物×２
パチンコ台
飲料容器×２
プリンタトナ 再生利用 ：２１６千ｔ

残 さ ：１４千ｔ
下水放流 ：３１千ｔ

バージン資源： ７.５千ｔ
用 水 ：１１６千ｔ源

の
投
入

源
の
投
入

出出

CO２削減：-１３５千t

再資源化原料 ：２８８千t プリンタトナー
発泡スチロール

廃木材・廃プラスチック
複合中核施設
（18事業）

再生利用 ：２１６千ｔ
市内：１５８千t
市外： ６０千t

入入再資源化原料 ：２８８千t
市内 :１４５千t
市外 ：１４６千tCO２排出：１１千t

CO２削減：-１３７千t

環境負荷削減効果環境負荷削減効果

内部連携：2.2千ｔ
発電：２５千MWh CO２削減：-９１９t

（市内の内数）

環境負荷削減効果環境負荷削減効果

CO2排出量：６４千ｔ CO２削減量：２７２千ｔ2排出量 千
（処理に伴うもの＋資源･エネ利用に伴うもの）

２削減量 千
（バージン資源の使用削減に伴うもの）

◆各種リサイクル法に対応した各種事業は既に出揃う

課題・社会の要請

◆社会情勢の変化等により既存事業も競争激化

◆温暖化対策、新エネルギー政策

①高付加価値化、競争力強化
→希少金属・資源等
既存事業の高度化

④国際協力
→エコタウン

今後の展望 ②新エネルギー
→次世代エネルギーパーク
バイオマスエネルギー

→エコタウン
ノウハウの移転等

⑤人材育成、VI

強 み

イオ ネルギ

③処理困難物
→汚染土壌の浄化など

⑤人材育成、

◆エコタウン地域の中でも最大のリサイクル産業の集積

◆素材を中心とした「ものづくり」の強み

◆ タウン先進地としての経験 苦労 海外からも注目

環境技術

イノベ シ ン

◆環境産業に対する市民の理解

◆エコタウン先進地としての経験・苦労、海外からも注目 イノベーション



循環型社会 低炭素社会の構築に寄与する循環型社会、低炭素社会の構築に寄与する

環境負荷の低減に寄与する

新規性・独自性・自律性を有する

環境関連法令を確実に遵守する環境関連法令を確実に遵守する

操業時の安全性が確保されている

資源調達・製品販路を含む事業内容の公開

操業後、施設を公開する操業後、施設を公開する

 ISOまたはEA２１の取得 施設の公開

情報の公開情報の公開

北九州エコプレミアム産業創造事業北九州エコプレミアム産業創造事業
■■概 要

市内の産業・技術分野の取り組みや成果の中から「エコプレミアム」を選定し、
「エコプレミアム」の拡大、浸透を図る取り組みを行うことにより、市内産業界全体
の環境配慮活動を促進する。

※エコプレミアム： 「環境負荷が低い」という付加価値を持った商品や技術 産業活動※エコプレミアム： 「環境負荷が低い」という付加価値を持った商品や技術、産業活動

■■取組状況
・Ｈ１６年度「エコプロダクツ推進事業」として事業開始

・Ｈ１７年度からエコサービスも加え「エコプレミアム産業創造事業」へ
・これまでの選定数（２１年度までの累計）

エコプロダクツ:１２７件、エコサービス:２８件（合計１５５件）

■■今後の展望
・選定されたエコプレミアムのうち、「新規性・独自性」と「市場性」において特に優れている

ものを「いち押しエコプレミアム」として２１年度に５件を選定。全国レベルの環境ブランド押 」 年度 件 。 国 環境

製品・サービスとして重点的にＰＲ。



北九州市が目指す国際資源循環拠点のイメージ北九州市が目指す国際資源循環拠点のイメージ

北九州市響灘地区

北九州エコタウン

プラスチック等の
選別・回収

中国 響灘大水深港湾

エコタウン

プラスチック等

東南アジア

希少金属等の
一次処理

響灘大水深港湾を中心とする
安全・安心なゲート機能の集積

東南アジア

希少金属等

破砕・分別・洗浄・圧縮等

物流・前処理機能

他地区

バ ゼ 法 現地手続

検査・手続機能

前処理リサイクル施設

情報管理・認証機能

バーゼル法の現地手続
機関や中国側検査機関

トレーサビリティ情報管理
等の認証機関

際ビジ 事業

北九州市環境産業推進会議 新たな成長へのチャレンジ

環境ビジネス部会
【北九州環境ビジネス推進会】

国際ビジネス事業
環境人材育成事業

産業エネルギー部会
【エココンビナート推進協議会】

新エコタウン部会

希少金属リサイクル事業

実証研究事業
【環境技術の開発促進】

環境経営部会
【ＥＡ２１ ＩＳＯ認証企業】

新エコタウン部会

資源リサイクル事業

【環境技術の開発促進】

国際資源循環事業
【ＥＡ２１・ＩＳＯ認証企業】
【エコプレミアム選定企業】 処理困難物処理事業

【ＰＣＢ・汚染土壌等】

新エネルギ新エネルギー
推進事業



企業環境管理のための北九州方式企業環境管理のための北九州方式

（利害関係者のパートナーシップによるイニシアティブ）（利害関係者のパートナーシップによるイニシアティブ）

政府（国）

（利害関係者のパ トナ シップによるイニシアティブ）（利害関係者のパ トナ シップによるイニシアティブ）

政府（国）

地方自治体

市民・地域社会・
非政府組織非政府組織

民間企業 大学・研究機関

 ご清聴ありがとうございました！


